
 
文字数：

写真または絵：縦

応募方法：手紙・メール・直接お持ち込み

名前・住所を明記の上ご応募ください。

（名前の掲載可否も明記ください）

 

 最近、新聞やラジオで「復興女子」が取り上げられ、そ

の中でも応援隊の女子が注目されています。今回は復興女

子の2人の活動を紹介したいと思います。 

復興女子☆都路ぐるめ紹介！～スイーツ編～ 

 都路で普段食べられているスイーツに 

注目し、応援隊の女子2人が情報発信して 

います。第1弾は「りんごの梅酢漬け」。 

りんごの甘みと赤ジソの酸味が絶妙で 

とてもおいしく、2月10日の応援隊ブログ 

で取り上げたところ、「食べてみたい！」 

という声が寄せられました。 

これからも都路ならではのスイーツを発信 

したいと思いますので、ぜひ情報をお寄せ 

ください！(渡邊・中岡) 

JA女性部 会長 
    まつもと  ふみこ 

松本文子さん 

アンケートへのご協力依頼 
 日頃から田村市復興応援隊の活動に

ご理解・ご協力いただき誠にありがと

うございます。 

 このたび、私たちの活動が市民に対

してどのような効果が出ているかを評

価・検証するため、都路住民を対象に

アンケート(同封)を実施します。これは

応援隊ではなくプロジェクトメンバー

(NPO法人コースター、日本学術振興会

特別研究員PD 横浜国立大 桜井良、

田村市企画課(連携)、福島県企画調整部

地域振興課(連携)、一般社団法人ふくし

ま連携復興センター)が実施するもので

す。お手数をお掛けしますが、ご協力

をお願いします。 

 地震・原発事故が起きた後、多くの都路町民が強いられたように文子さんも避難所に避

難しました。「人間も、牛も花も何だって生きているから」と、初めは畜産のために飼っ

ていた牛や植えていた花を心配して通っていましたが、震災の1、2か月後には都路の自

宅に戻りました。文子さんの住む集落では早くに帰還する方が多く、「何もしないで沈ん

でいても仕方がない！」と、みんなが協力して道路沿いに花を植え始めました。「花を植

えれば草むしりもしなければいけないし、自然と話す機会が増えました」と文子さんは話

してくれました。 

 震災後1年ほど休止していた女性部の活動は、もともと都路以外の場所で勉強会やレク

リエーションを行うことが多かったことから、震災後から会長を務めるようになった文子

さんは「もっと都路に根付いた活動がしたい」と郷土料理開発や加工を地元で始めること

にしました。ＪＡ女性部の会員や都路住民のお母さんたちが集まって料理を作り、「これ

を入れたらいいんでねえの？」「ちょっと味薄くねえかい？」などと試行錯誤しながら都

路の郷土料理開発に挑戦しています。 

 このコーナーのインタビューのために自宅に伺うと、笑顔で文子さんが迎えてくれ、手

づくりの甘酒を出してくれました。とても甘く、米の粒が多くて優しい味でした。文子さ

んは優しい雰囲気の方で、落ち着いていてしっかりとしており、震災後の女性部の活動に

ついて話してくれました。 

   

 何より印象的だったのは皆さんが本当に楽しそう

に料理をしていたことです。「女性の力で地域を盛

り上げていきたい」と活動する文子さんは頼もしく、

同じ「復興女子」として一緒に都路町を盛り上げて

いきたいと思います！(中岡) 

 若い女性の参加者募集中！ 

お問い合わせはJA女性部まで 0247‐75‐2222 

 



現物をお借りし 

サイズ変更も可能！ 
 ＜募集内容＞ 
文字数：120字以内 

写真または絵：縦3㎝×横4㎝ 

応募方法：手紙・メール・直接お持ち込み 

名前・住所を明記の上ご応募ください。 

（名前の掲載可否も明記ください） 

 ※広告、宗教などの宣伝はお断りします。

「いいね！みやこじ」 

原稿募集中です！ 

時間：午前9時30分～11時 

場所：公民館ホール 

    （都路行政局3階） 

内容：健康体操 

   レクリエーション 

参加予定：10人程度 

主催者：坪井君子さん 

連絡先：塩野谷静子さん 

    0247-75-3373 

3/27(金)あすなろ会 

都路に興味津々！ヨソモノ来訪！ 

 「ふくしま復興かけはしツアーin都路」 
2月28日と3月1日に13人の方が来訪しました。このツアーでは「人」に焦

点を当て、人々が震災後の生活や課題にどう向き合っているのか、実際に見

たり交流したりしながら学ぶ企画です。住民の皆さんとも有意義な意見交換

ができたツアーでした。(渡邊) 

雪の溶けないまだまだいてつく2月13日、古道体育館で、優勝目

指して熱い戦いが繰り広げられました。大会は暖かい雰囲気の中

で行われ、誰もが笑顔いっぱいで、無言になる時間は皆無でした。

会場のあちらこちらから熱い声援が飛びかっていました。 

この日集まった人たちは約140人。24チームでした。競技は、

団体戦と個人戦が行われ、団体優勝が古道二Bチーム、個人優勝

が村上守さんという結果になりました。皆さんの元気な底力を

知った一日でした。(光本・清水) 

田村市都路公民館長杯争奪輪投げ大会が開催されました！ 

「北海道大学から学生来訪！」 
「卒業後は農学部の経験を活かして、福島の復興に貢献したい！」とい

う熱い志を持った学生が都路を視察。農家の方に質問したり、応援隊女

子隊員と意見交換したりと、その熱意に我々も感心するばかりでした。

(佐原) 

「桜美林大学生4人が来訪！」 
「福島の現状を知りたい」と東京から桜美林大学の学生が都路に来てく

れました。床をワックス掛けするボランティアや住民との交流で地域を

盛り上げてくれました！(中岡) 

都路で○○やってます！今後△△をや

りたい！などあなたの「今」をご自身

の言葉で伝えてみませんか？お問い合

わせは田村市復興応援隊まで。 

時間：午後1時30分～3時 

場所：道之内集会所 

内容：血圧測定、講話 

参加予定：10人程度 

主催者：村上守さん 

連絡先：090-9638-9385 

 
 

3/17(火)都路ふれあいサロン 


